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指導者によるスポーツ・ハラスメントを測定する尺度の開発（ ）
―中学生対象の回顧的調査―

○大橋 恵（東京未来大学） 井梅由美子（東京未来大学）
藤後悦子（東京未来大学）
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目 的

スポーツは我々の生活に意義があるものであるが，競

争や修練という厳しい面も含まれており，その導入とな

るべきジュニア時代においても指導者が行うハラスメン

トが時折問題となっている。本研究では，指導者ハラス

メントの規定因を検討するために，まず尺度を作成す

る。

ハラスメントは，加害者ではなく被害者がどのよう

に感じるかが問題とされる。指導者ハラスメントを測定

した研究はいくつか存在するが，自由記述を中心とする

シンプルなものである（佐々木， ）。そこで，筆者

らは先行研究から項目を抽出し当事者の小学校 年生対

象とした調査を行い，内的一貫性・再テスト信頼性を検

討した（大橋他， ）。しかし，渦中にいる者の評価

には限界があるため，本研究では中学生に対して小学生

時代を振り返っての調査を行った。

方 法

回答者と手続き 都内の公立中学校 校で１年生 名

を対象に調査を行った。回答に不備のあった 名およ

びスポーツの習い事経験がない 名は分析から除外し

たため，分析対象者は 名（男子 名，女子

名）であった。 年 ～ 月に教室で完全に匿名で

一斉に実施した。

質問項目 小学生対象の調査（大橋他， ）と同様

に，スポーツ経験（種目名，経験年数，競技レベル），

指導者ハラスメント経験，指導者の性格認知，指導者の

勝利至上主義の程度認知などを尋ねた。さらに，そのス

ポーツを中学校進学時継続しているかどうかを尋ねた。

倫理的配慮 本研究は東京未来大学の倫理委員会の承認

を得て実施された。実施にあたり，事前に中学校校長・

保護者に調査実施について書面にて説明し了解を得た。

生徒達にも成績に関係しないこと，自由意志であること

を伝えた。

結果と考察

習っていたスポーツには男女差があり，共通して水

泳が多く，男子はサッカー・野球，女子はダンス・バレ

エが多めだった。個人スポーツ経験率は女子の方が（χ
），集団スポーツ経験率

は男子の方が有意に高かった（χ
）。

指導者ハラスメント 項目について，選択肢を工夫

したにもかかわらず分布が歪んでいた。そのため，正規

分布を前提とした分析は不可能と判断し，各項目につい

て経験ありの場合は「 」なしの場合は「 」とした合計

値を得点とした。

指導者ハラスメント得点の分布は，依然，歪みがない

とは言えない状態であった。指導者ハラスメントが多い

指導者の性格は，穏やかではなく（ ），

攻撃的で（ ），厳しく（

），思いやりに欠ける（ ）で，勝利

至上主義的（ ）と認知されていた。ま

た，指導者ハラスメント得点は，スポーツ経験への満足

度と負の相関が見られたが（ ），自尊感

情との相関は認められなかった（ ）。こ

こまでは小学生調査と一致していた。

つぎに，指導者ハラスメント得点と競技継続との関

係を検討した。競技継続（有無）を独立変数とし，ハラ

スメント得点を従属変数とする順位の差の検定を行った

ところ，女子では有意ではなかったが（

），男子は有意であった（ ）。す

なわち，男子ではその競技を継続している群の方がして

いない群よりもハラスメント得点が有意に高かった。

以上より一定の妥当性はあると考えられるが，種目毎

の検討や実際の経験との対応などさらなる検討の余地が

あろう。
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スポーツとジェンダー研究

Table　指導者ハラスメント尺度の各項目ごとの経験あり人数

項目 経験あり なし

コーチとの関係でいやな思いをした。

失敗するとコーチから、ためいきや舌打ちをされたこ
とがある。

コーチから、「ばか」「センスがない」など、人格や能
力を否定するような言葉で怒られた。

コーチから無視された。

自分だけ試合に使われなかった時期があった。

コーチに必要以上にどなられた。

コーチは、試合中こうふんして、自分たちに物などを
投げつけた。

コーチは、こうふんすると自分たちに手を挙げた。

コーチは、指導と言いながら、自分たちにひどい言葉
をあびせた。

コーチは、特定の子どもをかわいがって（ひいきして）
いた。

注）欠損値があるため一部合計値が348名にならない
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中学生の将来に対するマインドセットと主観的幸福感との関連

平 真由子（石川県白山市立松任中学校）

キーワード：将来に対するマインドセット，主観的幸福感，中学生

問題と目的

スポーツの競技場面でよく用いられている目標

設定の技法が，最近では学校教育現場でも導入さ

れ，急速に広まっている。その背景には，スポー

ツでのコーチングが，広く教育現場やビジネス現

場でも取り入れられるようになったからである

（徳吉他， ）。目標設定に関する研究は，スポ

ーツ心理学分野において，多岐に渡って行われて

おり，「すべてのアスリートに有効な心理技法」吉

澤， という考えが一般的である。しかし，長

年中学校の現場で中学生と共に生活する中で，目

標設定プログラムが果たして「すべての生徒に有

効なのか」と疑問を抱いた。さらに，目標設定プ

ログラムを実施する際に，個人の将来に対する感

情や認知の特性については，ほとんど注目されて

いないことにも疑問を感じた。そこで，将来に対

する感情や認知を「将来に対するマインドセット

（ ）」として，将来に対するマインドセットと関

連する要因について，主に中学生を対象に検討し

ているが，本研究では，主観的幸福感との関連に

ついて調査・分析することを目的とした。

調査方法

．調査対象と調査時期

中学 年生 名 男子 名，女子 名 を

対象に， 年 月に質問紙調査を実施した。

．調査内容

学年，性別をフェイスシートとして尋ねた。使

用した心理尺度は，都筑 が大学生を対象に

作成した目標意識尺度の 項目のうち，「将来へ

の希望」，「目標意識」，「将来目標の渇望」に関す

る項目を採用し，さらに人物への憧れに関する項

目を 項目加えて， 件法で回答を求め，「将来に

対するマインドセット尺度」とした。主観的幸福

感は，曽我部（ ）に作成した「青年期におけ

る主観的幸福感尺度」を用い，4 件法で回答を求

めた。

結果と考察

．将来に対する 尺度の因子分析

項目について探索的因子分析を実施し，因子

負荷量が 未満の 項目を削除した結果， 項

目で つの因子を抽出した。先行研究をもとに第

因子を目標意識，第 因子を将来への希望，第

因子を将来目標への渇望，第 因子を人物への

憧れとした。信頼性を示す のα係数は，

目標意識が ，将来への希望が ，将来目標

への渇望が ，人物への憧れが と高い値が

示され，内的一貫性が確認された。

．将来に対する と主観的幸福感との関連

将来に対する と主観的幸福感とは中程度の

正の相関が見られた（ ）。

次に，主観的幸福感への将来に対する の下

位尺度の影響を重回帰分析したところ，主観的幸

福感には， つの下位尺度のうち，希望と将来目

標への渇望の影響が示された（ ）。

主観的幸福感に対する将来に対する の

下位尺度の影響（重回帰分析）

希望がメンタルヘルスに影響することは多くの

先行研究が示しているが，今回は将来目標への渇

望の影響も示された。このことから，中学生にお

いては，希望や渇望といった将来に対する欲望や

感情がプラスに高まるようなアプローチが，主観

的幸福感には効果的だと考えられる。よって，教

育場面で目標設定プログラムを導入する際には，

単なる目標設定スキルの習得に終始せず，ポジテ

ィブな感情を高める要素が必要だと考えられる。

まとめ

将来に対する がポジティブだと，主観的幸

福感が高く，主観的幸福感には，希望や将来目標

への渇望など，将来に対する感情面の影響が強い

ことが示された。

変数名 主観的幸福感合計

目標意識 .104

希望 .382 **

将来目標への渇望 .246 **

人物への憧れ .102

R 2 .257 **
** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

― 584―


